
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の花（梅） 

 

「ウメ」の語源は「熟む実」、中国の「烏梅」（ウバイ）、

梅（メ）の韓音からなど、様々な説がありますが、 

「梅は百花にさきがけて咲く」と言われるように、寒い

冬をじっと耐えて春の訪れを一番に知らせてくれます。

「春」は「張る」お腹が張る、美味しいものをいっぱい

食べて幸せになる。お腹がふくらむ、つぼみがふくらむ、

新しい生命の誕生に喜ぶ。このように私たちの祖先は、

言霊（ことだま）といい、一つ一つの言葉の中にもいろ

いろな霊力がこもると考え、言葉を大切にしてきました。

そして、すべての花にさきがけて「芽」（め）をうみだす

此の木に、力強い御霊（みたま）が宿ると信じ「うめ」

と名付けたのかもしれません。 

    

 

新しいホームページが出来ました 

ご覧ください 

●1日(火)⇒自治会 

●3日(木)⇒豆まき・誕生日パーティー  

●17日(木)⇒自衛消防訓練 

●24日(木)⇒益城病院往診 

今月の主な予定 

熊東園からのおすすめ商品 
天然石ブレスレット……１００円 

 

EMボカシ（500g）……25０円 

 

固形せっけん（2個入）……１００円 

 粉せっけん（3㎏）……8００円 

 

粉せっけん（1㎏）……3００円（写真） 

 

節分の由来 
節分とは、「季節を分ける」という意味があ

ります。言いかえると、季節の変わり目とい

うことです。日本には四季（春、夏、秋、冬）

がありますので、 季節の変わり目というの

は年に４回あります。各季節の始まりは、立

春、立夏、立秋、立冬が季節の始まりです。

それぞれの前日が節分と呼ばれています。と

いうことは、節分も年に４回あることになり

ますが、現在の節分は２月３日の１回ですよ

ね。 

その理由は、旧暦では、立春が一年の始ま

りとされており、その前日の節分が一番メジ

ャーになったと考えられています。現在で言

うところの、節分＝大晦日、立春＝元日だっ

た訳ですね。これから始まる新しい１年の前

に鬼を払い、不幸や災いのない一年になるよ

うに願いを込めてこの時期に節分が行われ

るのです。今でも年末には大掃除をしたり、

大晦日には、年越しそばを食べたり、除夜の

鐘を鳴らしたりしますよね。 

一年の変わり目を大切に思う気持ちは、今

も昔も変わらないということですね。 
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